
災害時の食を
衛生と栄養で
支える

災害時でも安心して口にできる食事
継続可能な食支援体制を構築

一般社団法人 まがたま

災害時の食事の課題
栄養は足りるが内容が不十分

災害時には継続的で安全な衛生と
栄養供給が課題です。

✓ 栄養　　　✓ 衛生　　　✓ 継続

身体を守り続ける支援体制を構築

衛生管理が行き届かない

二拠点型支援で
止まらない支援を実現

衛生栄養食事の調理、真空、冷凍

避難施設
補佐支援

✓

災害専用キッチントラック常駐
被災地

デンヨー発電機、コンベクションオーブン搭載

現地状況に合わせ、管理栄養士の監修

遠隔地

緊急期 応急期 再建期

医療福祉
施設支援

要支援者
施設支援

急冷 真空 超冷凍

状況に応じた支援

単拠点では支援が
止まってしまうリスク

災害による設備停止
物流の遮断、人員不足

これらは決して特別な事態ではありません
現実に起こり得るリスクです

災害から命を守る
二拠点型支援体制
被災現地を遠隔から支える構造で
災害時でも継続可能な支援体制

平時からの運用
訓練の継続力

万全の備えで安心を提供

徹底した衛生管理
調理から保管まで一貫した衛生基準を徹底

栄養バランス配慮
必要な栄養素を確保した設計食を提供

迅速な供給体制
二拠点型体制により継続的な供給を実現

災害時であっても、
安心できる食事を届け続ける

一般社団法人 まがたま

遠隔支援

災害地

〒���-����　大阪市中央区玉造�-�-��
www.magatama.net  info@magatama.net

徹底した衛生管理
調理から保管まで一貫した衛生基準を徹底

温度と衛生管理
真空冷凍保存

安全保管 迅速配送
複数経路を想定
した出荷体制

体制維持

被災地 遠隔地


